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第３２軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会 

平和発信・継承検討グループ会合（第１回） 

議事概要 

 

１ 日時：令和６年８月 20 日（火）13:00 ～15:00 

２ 場所：首里城公園首里杜館レビューホール 

３ 出席委員： 

沖縄戦研究分野 吉浜 忍 新沖縄県史編集委員会会長 

文化財／展示施設分

野 

平良 次子 (公財)対馬丸記念会対馬丸記念館館長 

平和教育分野 内山 直美 豊見城市立豊崎中学校教頭 

平和ガイド分野 仲村 真 沖縄県平和祈念資料館友の会事務局長 

 〃 大田 光 一中学徒隊資料展示室解説員 

経済／観光分野 下地 貴子 (一財)沖縄観光コンベンションビューロー人材

育成センター長 

法律分野 野崎 聖子 うむやす法律会計事務所弁護士 沖縄弁護士会

会長 

ＤＸを活用した情報

発信分野 

川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ地域共創

事業開発部長 

首里城公園関係分野 湧川 盛順 (一財)沖縄美ら島財団理事長 

 

４ 出席事務局： 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

生活福祉部保護・援護課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部首里城復興課 

文化観光スポーツ部観光政策課 

教育庁県立学校教育課 

教育庁文化財課 

〇那覇市 

総務部平和交流・男女参画課 

経済観光部観光課 

※ 那覇市市民文化部文化財課は都合により欠席 
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５ 議事次第： 

（１）開会 

（２）第１回検討委員会の振り返り 

（３）類似施設の事例紹介 

（４）第３２軍司令部壕の保存・公開に係る整備課題について 

（５）公開対象候補の保存・公開イメージについて 

（６）計画素案（たたき台）について 

（７）閉会（事務連絡）                                           

 

６ 議事内容： 

（１）第１回検討委員会の振り返り（議事次第（２）関係） 

【第 1 回検討委員会の議事概要の確認について】 

〇事務局 

第 1回検討委員会の議事概要について承認された。 

 

 

（２）類似施設の事例紹介（議事次第（３）関係） 

【各類似施設の管理主体の整理について】 

〇委員 

管理主体によって壕やガマ等の整備・運営方針は異なるため、各類似施

設の管理主体について整理してほしい。 

〇事務局 

各類似施設の管理主体について整理を行う。 

 

【各類似施設の文化財の指定状況及び第３２軍司令部壕の文化財指定時期等につい

て】 

〇委員 

各類似施設の文化財指定状況や文化財指定に向けた取組状況を合わせて

整理するとよい。また、第３２軍司令部壕も南風原陸軍病院壕と同様に、

文化財指定を行った後で一般公開を目指す方針と思うが、文化財指定と一

般公開は同時に行う計画か。スケジュール等を教えてほしい。 

〇事務局 

各類似施設の文化財指定状況及び文化財指定に向けた取組状況について

情報収集・整理を行う。 

文化財指定に係る取組については県教育委員会文化財課と調整を進めて

いる。基本計画の中でロードマップを更新し、文化財指定時期と公開時期
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を示していきたい。 

 

【各類似施設の見学者数等の目標計画数や実績について】 

〇委員 

各類似施設の見学者等の目標計画数（計画値）や実際の利用者数（実績

値）、目標計画数に対する達成状況等についてデータを整理した方がよい。

第３２軍司令部壕は、類似施設のうち、どこが参考モデルとなるのか、ま

た、目標を達成するための課題等を絞り込める有用なデータになる。 

〇事務局 

各類似施設の目標計画数やその達成状況についてもデータ整理を行う。 

 

【各類似施設の平和学習及び平和教育の実施内容及び実績について】 

〇委員 

各類似施設で行われている平和学習・平和教育の実施内容及び実績につ

いても整理してほしい。 

〇事務局 

各類似施設の平和学習・平和教育の実施内容や実績についても情報収

集・整理を行う。 

 

【各類似施設の見学者の属性情報について】 

〇委員 

見学施設としての改善点等を把握するため、どのような方々（個人また

は団体）がその施設を見学しようとしているのかについても把握しておく

ことがよい。 

また、第３２軍司令部壕も大人数が見学に来るという前提で受け入れ体

制を検討することが重要である。説明資料の充実を進めていくことも重要

である。 

〇事務局 

見学者の受け入れ体制については大人数が見学に来る場合も想定に入れ

ながら検討を進める。 

 

【公開と保存の調和及びガイドの運営・管理計画について】 

〇委員 

坑道内部を見学させる際には安全対策が最優先であるが、沖縄戦当時の

様子や状況をできるかぎり保存することも重要であり、両者のバランスが

非常に難しいと感じる。 
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また、ガイドの運営・管理について、専属ガイドのみを配置するのか、

他の平和ガイド団体も見学案内を行えるようにするのか、ガイドの運営・

管理計画についても検討する必要がある。 

〇事務局 

ガイドの運営・管理計画等については、基本計画の第８章に「壕の活用

及び平和発信・継承」として項目を設けており、その中で検討を行う。 

 

（３）第 32 軍司令部壕の保存・公開に係る整備課題の整理（議事次第（４）関係） 

【民有地地権者等への説明会の開催状況等について】 

〇委員 

第５坑道はマンション等の民有地の地下にあるが、これらのマンション

等の住民の方々に司令部壕の保存・公開方針等について説明会等は開催し

ているのか、または、開催する予定はあるのか。 

〇事務局 

昨年度にフィールドワークやシンポジウム等を開催し、第３２軍司令部

壕の保存・公開に係る動きについては、ある一定の周知はできていると考

える。説明会等を開催するとすれば、基本計画の中で、どの場所でどのよ

うな整備を行うのか等の具体的な整備方針等が決まった段階で説明会等を

開催することを考えている。このほか、基本計画についてもパブリックコ

メント等を行い、地域・県民のみなさまのご意見を反映する計画である。 

 

【第３２軍司令部壕の想定される見学者層及び見学方法について】 

〇委員 

第３２軍司令部壕は首里城公園内にあり、多くの観光客が訪れている。

平和学習・平和教育を目的としていない方々も取り込める可能性がある

が、このような視点からも公開場所や公開方法を考えているのか。 

また、見学者の属性情報については居住地（県内または県外、国外）や

年齢層についても情報を収集整理いただきたい。 

〇事務局 

第３２軍司令部壕の公開方法として、展示施設の整備と坑道内部見学の

併用を考えている。展示施設は予約制にはせずに多くの方々に沖縄戦を知

っていただく場にしたい。壕内部については風化・劣化防止のため予約制

等にして人数を絞ることになるだろうと考えている。見学者の属性情報に

ついても情報を収集整理する。 
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（４）公開対象候補の保存・公開イメージについて（議事次第（５）関係） 

【重要性や歴史性を踏まえた保存・公開箇所の選定について】 

〇委員 

第３２軍司令部壕内部のどこで何が起こったのかという場所の重要性や

歴史性も重要である。坑口・坑道の整備イメージを検討するにあたり、場

所の重要性や歴史性を踏まえて、どこを保存し、どこを公開するのかとい

う、坑口・坑道の保存・公開箇所を決定する検討作業も必要になる。 

〇事務局 

場所の重要性や歴史性についても十分に念頭におき、保存・公開整備方

針を検討する。 

 

【第３２軍司令部壕の全体及び中長期的な整備方針について】 

〇委員 

第１坑道のように実態が全く解明されていないエリアについても中長期

的な方針を議論した方がよい。現地を公開できないのであれば展示施設等

で説明する方法もある。 

公開に向けて、順次、整備を進めていく箇所の方針と、今すぐには整備

等に着手できない箇所についても調査を進めながら公開を目指すのかどう

するのか、議論を行い明確な方針を示した方がよい。 

〇事務局 

ご意見ありがとうございます。 

 

【第１坑口の再現レプリカの具体的な整備イメージについて】 

〇委員 

整備イメージ案として、第１坑口の再現レプリカが提示されたが、現時

点で再現レプリカの具体的なイメージはあるのか。 

〇事務局 

詳細については今後検討を進めていく。ボックスカルバートの入口及び

内部には坑口や坑道内部を再現した設え(しつらえ)を施す計画案を考えて

いる。 

 

【平和学習及び平和教育への利活用に向けた情報発信方法等について】 

〇委員 

第３２軍司令部壕の全体像を説明できる資料とともに、坑口・坑道ごとに

何があったのか、どのような出来事が起こったのか、個別に詳しく説明でき

る資料も必要である。全体像を説明できる展示施設と坑道・坑口ごとに詳細
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を説明する案内板を設置してはどうか。 

また、第３２軍司令部壕の保存・公開の意義を見学者に共有するため、そ

の意義を印象に残るような言葉で掲げてほしい。 

〇事務局 

ご意見ありがとうございます。 

 

【平和学習及び平和教育の活動内容に応じた展示施設の規模について】 

〇委員 

第１坑口周辺に計画している展示施設の規模は海軍司令部壕の坑口付近の

展示施設と同程度をイメージしているように思われるが、平和学習・平和教

育施設として様々な映像等を視聴するガイダンス施設として利用するのであ

れば、現在想定している規模は少し小さいように思われる。展示施設の機能

（展示施設での活動内容）と規模をあわせて考えた方がよい。 

〇事務局 

映像資料等を視聴する平和学習・平和教育ガイダンス施設としては、規模

はもう少し大きい方がよいとのご意見として受け取った。展示施設の規模は

改めて検討する。 

 

【第１坑口の保存・公開方針案について】 

〇委員 

第１坑口のレプリカ再現については議論が必要と考える。第１坑口・坑道

が埋没していることを見学者にイメージしてもらうという公開方法もある。

第１坑口の保存または公開方針についてはもう少し議論が必要である。再現

レプリカはどうしても本物に劣る。 

〇事務局 

再現レプリカについては、あくまでも委員のみなさまの意見交換を促すた

めに提示した整備イメージの位置付けとなる。ご意見を踏まえ、引き続き、

検討を行う。 

 

 【進入坑道を新設する目的について】 

〇委員 

第２・第３坑道にアクセスするためには、用地確保等の問題があるので、

新たに進入坑道を新設するという整備イメージ案でよいか。 

〇事務局 

進入坑道の新設については用地確保の問題もあるが、現時点では出入口が

１箇所しかないため、緊急時の避難路の確保として２箇所以上の出入口を設
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けることが大きな目的である。 

 

【展示施設の役割について】 

〇委員 

第３２軍司令部壕は全体像を把握することができないため、模型やデジタ

ル技術を用いた展示によって補完し解説を行う必要があり、興味が強い方は

坑道内部まで見学に訪れる位置付けになると思うので、展示施設の展示内容

を非常に充実させないと平和学習・平和教育への利活用という点においては

難しいように感じた。 

〇事務局 

第３２軍司令部壕の全体像を把握するためには展示施設の規模をもう少し

大きくする必要があることや、見学者が訪れやすい展示施設の設置位置（地

上・地下も含めて）等についても検討する。 

 

【既存施設を利活用する際の留意点について】 

〇委員 

第１坑口や第２・第３坑道を公開する場合には、一案として、既存施設を

利活用する方針が示されたが、トイレ等は見学者等の規模を考慮して整備さ

れている。調査・検討を行わないと、既存施設をすぐに利活用できるとは判

断しがたい。展示施設を新設するのであれば、トイレや休憩所もあわせて整

備することがよい。 

〇事務局 

ご指摘に留意しながら検討を進める。 

  

【再現レプリカイメージと再現対象について】 

〇委員 

戦争遺跡は時間経過とともに風化・劣化が進むため、再現レプリカイメー

ジは有用な案のひとつと考える。ただし、再現場所（再現対象）として第１

坑口が妥当なのかについては議論が必要であり、再現場所（再現対象）の選

定は重要である。沖縄戦の歴史に詳しくない方々が少しでもその歴史を感じ

られる場所としてレプリカを活用することも重要である。 

〇事務局 

ご意見ありがとうございます。 
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（５）計画素案（たたき台）について（議事次第（６）関係） 

【首里城公園の利用計画との関連付けについて】 

〇委員 

第３２軍司令部壕は首里城公園内にあるため、公園の中にある戦争遺跡

としての観点を取り込み、首里城公園全体の利用計画と調整を図る必要が

あるのではないか。坑道の整備イメージも公園利用との位置付けによって

変わってくると思われる。また、展示施設についてもどの程度の規模でど

のように見せるかは公園利用との調整が必要である。 

〇事務局 

首里城復興基本計画の中にも第３２軍司令部壕が位置付けられているた

め、基本計画の中でも十分に調整を図りながら記載したい。 

 

【用語の注釈などについて】 

〇委員 

読者が混乱しないように用語については注意書きなどを行ってほしい。

戦時中は戦闘指令所、戦後は司令部という表記を使用している。 

〇事務局 

基本計画では用語集を整理する予定である。また、注意書き等でも補足

説明を行う。 

 

（６）閉会（事務連絡）（議事次第（７）関係） 

〇事務局 

次回の平和発信・継承検討グループ会合については、10 月 17 日または

18 日あたりを予定している。 

〇事務局 

本日の配布資料は非公開となるが、議事概要はホームページで公開す

る。 

 

 

以上 


